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就任のご挨拶

理事長 並木俊明

開院当初 現 在



第3２号 か も め 便 り

7月２１日に納涼祭を開催

しました。焼きそば、フライド

ポテト、アイスの屋台が並び、

美味しそうな匂いが漂って、

お祭りの雰囲気を醸し出してい

ました。入院患者の方々が屋台

を囲み、笑顔と会話があふれ、

イベントの賑やかなスタートと

なりました。焼きそばのソース

の香り、フライドポテトの

サクサクした食感と、アイスの

冷たい甘さが、患者の皆さんに

夏の楽しさを届けていました。

スタッフも患者様のサポート

をしながら、一緒に楽しみ、

イベントの雰囲気もとても温か

いものになりました。

さらに水鉄砲を使った射的の

ゲームも催され、入院患者の

皆さんは楽しそうに参加され、

笑顔が絶えない光景が広がり

ました。ゲームを通じて競い合

い、笑い声に包まれて、より

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・
・・・
・

イベント 納涼祭

一 層 盛り 上が り を見 せ て

いました。

夕方になると待ちに待った

打ち上げ花火が開始。パッと

広がる花火の美しさに、皆さん

の目が輝いていました。夏の空

に彩りを添える花火は、とても

印象的でした。「ここは入院

しとっても、近くで花火が

見れるけんええな。」と、喜び

の声も聞かれました。

納涼祭は、入院患者の皆さん

にとって、日常から離れ、

リフレッシュできる貴重なひと

ときとなりました。イベントを

通じて、患者様同士やスタッフ

とのコミュニケーションも

生まれ、笑顔もたくさん見られ

ました。同じことの繰り返しに

なりがちな入院生活において、

こうしたイベントの開催が、

こころのケアの一翼を担うと改

めて感じました。
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第3２号 か も め 便 り

近年、医薬品の供給不足が

深刻な問題となっています。

お薬を製造する段階で問題が

見つかったり、お薬の材料が

足りなくなったり、またコロナ

の感染拡大時にもあったように、

・・
・・・
・・・・・
・・・
・・・・
・・

・・・
・・・
・・・・・
・・・
・・・・
・

イベント 健康講演会開催のお知らせ

しばらくの間、新型コロナウイルス感染拡大等

の影響で開催を見送っておりましたが、右記の

とおり健康講演会を開催する運びとなりました。

講師は渡部真也先生で、演題は「高齢者の心の

健康について ～活気ある明日へ～」です。

講演の前後には、看護師・栄養士・薬剤師が

対応する健康チェック・健康相談も実施しており

ます。

毎月第 3 木曜に定期開催している健康

チェック・健康相談会はもちろんのこと、地域の

皆様の健康維持のお役に立てるよう、今後も様々

な講演会等を開催していきたいと考えております

ので、どうぞよろしくお願いいたします。

薬局
だより

給食だより
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

先日、季節のお魚「鮎」を

給食の特別メニューでお出し

しました。この季節が最も

旬 を 迎 え る 鮎 。 清 流 で

育 つ こ の お 魚 は 豊 富 な

たんぱく質のほか、ビタミン

Ｂ群や、鉄分、カルシウムな

どのミネラルもたくさん含ま

れていて、体の新陳代謝を

サポートしてくれます。

またＤＨＡ、ＥＰＡなどの、

いわゆるオメガ３脂肪酸も含

まれているので、血液の流れを

改善する効果もあります。

そ ん な 夏 バ テ の 体 に も

ピッタリな栄養豊富な鮎ですが、

召し上がった患者さんたちから

は、美味しいと満足そうな声を

多数いただきました。

今後も季節のものを皆さんに

楽しんでいただけるよう、日々

メニューを工夫してまいります。

講 師：鳴門シーガル病院

副院長 渡部 真也 先生

日 時：10月19日（木）

AM 10:00 ～ 11:00

会 場：瀬戸公民館

（鳴門市瀬戸町堂浦）

参加費：無料

健康講演会

高齢者の心の健康について

～活気ある明日へ～

急に同じお薬がたくさん必要

になる場合など、原因は様々

です。

患者様の希望されるお薬を

できる限りご用意できるよう、

早めの在庫確保や、各社との

交渉に努めておりますが、お

薬の種類によってはなかなか

難しい場合もあります。

そんなケースに備えて、近い

効果を持つお薬や、同じ成分

のお薬を手配するなど、日々

工夫を重ねています。

今後もまだ供給不足の医薬品

が出てくる状況が続きそうです

が、いっそう対策に努めていき

たいと思います。



鳴門シーガル病院 交 通 案 内【編 集 後 記】

やっと残暑が落ち着い
てきましたが、皆様体調
はいかがでしょうか。朝
晩少し肌寒い日も増えて
きたので、体調管理に気
を付けましょう。

次号（『かもめ便り』
第33号）は、2023年
11月に発行の予定です。

広報委員会
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℡088-688-0011(代)

第32号 か も め 便 り

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・
・・・・・

●ＪＲ鳴門駅から「北泊・堂浦行」徳島バスで堂浦（どうのうら）下車（所要時間２０分）

●直営渡船利用 （所要時間２分）
◎渡船（無料）運航時間
午前７時３０分から午後５時２０分まで
定時運航（１０分～３０分間隔）しています。

前回のかもめ便り(第31号)

にて入職の紹介をしていただい

た枝川です。私は直近４年間

は週に１度、鳴門シーガル病院

に通勤(と当直)していました。

山と海に面した当院の環境は

心地よく、四季の移り変わりが

感じられる自然豊かな場所です。

少しですが、この度は私が

鳴門シーガル病院の四季を紹介

したいと思います。

春はウグイスの鳴き声から

始 まります 。あの「ホ ー

ホケキョ」ですが、春先はまだ

鳴き慣れておらず、音程がずれ

たり途切れたりと、あまり上手

ではありません。しかし時期が

進むにつれて、次第に馴染みの

あるあのリズムになってきます。

また、船着き場の岸壁から海を

覗き込むと大きく育ったワカメ

が揺らめく様が見えますが、

稀にマダイが回遊してくること

もあります。まさに天然の鳴門
医師 枝川 令音

Dr.'s エッセイ 鳴門シーガル病院の四季
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わかめと鳴門鯛です。

夏はコシアカツバメという

珍しいツバメが見られます。

腰赤の名の通り腰の辺りが

赤褐色ですが、体色よりも巣の

ほうが特徴的です。徳利を縦に

割って天井に貼り付けたような

形をしています。多くの鳥類が

上の空いた巣を作る一方で、

コシアカツバメは自作の洞穴の

中で子育てをしているわけです

が、鳥なのに暗いのは平気なん

でしょうか。海のほうはクロ

ダイが増え、桟橋の陰には多く

のスズキが密集して日差しを避

けています。魚も暑いのは苦手

なんですね。ちなみに魚も日焼

けすると黒くなります。

秋は台風シーズンです。普段

は穏やかな小鳴門海峡は激しく

白波を立てます。また、山間か

ら海面にかけて霧がかかり雲が

落ちてきたかのような光景は、

晴れ渡った夏の姿とは別世界の

ように見えます。こうなると

渡船が運航停止になることは

皆様ご存じかと思います。

冬は空気が澄んでいることか

ら星がよく見えるようになりま

す。堂浦地域は夜間の灯りが

少ないため、オリオン座をはじ

めとした冬の星座が教科書通り

に見えて感動します。

四季の変遷で印象に残るもの

を挙げてみました。今年から

常勤になり当院で過ごす時間が

長くなったため、春夏の様子を

より詳しく知ることができたよ

うに思います。秋冬も新しい

発見があるのではないかと楽し

みにしています。ぜひシーガル

病院に見に来てください、とい

うのは難しいと思いますが、

皆様が身近な自然に注目する

きっかけになれば幸いです。


